
vol . 1 伝わるPOPは誰でもつくれる！

1983年長野県生ま
れ。 “すごい販売促
進”をもとに、いつも
の仕事をワクワク
いっぱいの“たのし
ごと”に変えるお手
伝いをするため、「す
ごはん」を設立。 全
国で開催している、POPやチラシなどの実
践セミナーは、「楽しく基本が学べて実践に
つなげやすい」と人気を集めている。 著書の
『売れる！楽しい！「手書きPOP」のつくり
方』、販促ヒント満載の『たのしごと販促ブロ
グ』も好評。

増澤 美沙緒〈執筆〉 （ますざわ みさお）

   　× 　　　　　コラボ企画
■パントーン指定（赤 186C＋紺 268C）

POPのつくり方と増澤先生の解説動画をこちらのページで今すぐチェック！！

出典：as2021年4月号「伝わるPOPのつくり方」　引用、改変
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飼い主さんは商品名を見た瞬間に、その商品に興味をもつ
わけではありません。 
POPをパッと見た瞬間に、POP自体に興味をもち「もっと
詳しく知りたい」と思ってもらえるように、まずはキャッチ
コピーを先に書いてみましょう！

ポイント１ キャッチコピーを先に
文字の下にラインを引き過ぎると、ゴチャゴチャした印象に
なってしまいます。
そこで、キャッチコピーにだけ入れるようにしてみましょう。 
スッキリして全体が読みやすくなります。

ポイント２ ラインはキャッチコピーの下に

文字の「サイズ」や「太さ」をすべて同じにするより、キャッチ
コピーは太く大きく、説明文はそれよりも細く小さく書くよ
うにしましょう。 １枚のPOPを書くのに、最低２種類以上の
黒ペンを使うことをお勧めします！

ポイント４ 文字にメリハリを
文字をカラフルにしてしまうと、読みづらさを感じます。 用紙
の色にもよりますが、基本的に文字は黒１色で書くと読み
やすくなります。 また、POPを書いている机の上では普通に
読むことができても、設置場所によっては文字が読みづらく
なる場合もあるため、読みやすい文字サイズかどうか、設置
後も飼い主さんの立ち位置からチェックしましょう。

POPを、「キャッチコピー」→「説明文」→「価格」の順に書くことで、POP
をパッと見た瞬間に「詳しく知りたい！」という興味が生まれ、説明文を読
むことで「なるほど！」と納得に変わり、価格を確認して「よし！ 買おう！」
という行動へと変わっていきます。
このように、１枚のPOPの中で飼い主さんの気持ちが３段階に変化する
ことを意識しながら伝えることが重要です！

ポイント３ 読みやすい文字にするために

改善ポイントなんだか

ゴチャゴチャして

読みづらい……。
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一言アドバイス 詳しく
知りたい！

なるほど！

よし！買おう！
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